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一
般
質
問
　
宮
城
　
寛
諄 

議
員

問 

６
月
定
例
会
で
地
産
地
消
は

役
場･

生
産
農
家･

普
及
セ
ン
タ
ー

･

南
部
農
林
高
校
等
が
協
力
し
、
レ

シ
ピ
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る

と
確
認
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
創
意

工
夫
、
商
品
開
発
が
所
得
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
町
は

６
次
産
業
を
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
か
。
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
農
産
物

の
加
工
所
を
作
る
こ
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長 

農
業
生
産
者
自
ら
が
農

産
物
の
加
工
品
や
販
売
な
ど
経
営

の
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
た
め

の
支
援
を
し
て
い
る
。
農
家
の
皆

さ
ん
に
は
有
効
な
販
売
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
Ｊ
Ａ
で
の
加

工
所
の
取
り
組
み
や
契
約
は
現
時

点
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

公
民
館
の
ク
ー
ラ
ー

使
用
料
引
き
下
げ
を

問 

町
民
か
ら
公
民
館
の
ク
ー

ラ
ー
使
用
料
が
高
い
と
の
声
が
多
い
。

１
時
間
１
０
０
０
円
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
何
か
。
使

用
料
金
を
安
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

旧
公
民
館
の
料
金
を
据

え
置
い
て
設
定
し
た
。
特
段
、
割

高
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。

ち
む
ぐ
く
る
館
は
５
０
０
円
、
文

化
セ
ン
タ
ー
は
３
０
０
円
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
央
公
民
館
の
料
金
改

正
は
考
え
て
い
な
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
を

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
な
く
、
現
行
の
事
業
で
十
分
対

処
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
応

で
き
て
い
る
か
。
町
民
の
要
求
は

満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

副
町
長 

町
の
人
材
活
用
事
業
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
・
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
・
人
材
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
が
あ
る
。
取
組
の
活

用
と
充
実
を
図
る
こ
と
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

国
保
会
計
の
赤
字
対
策
は

問 

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
入
が
平
成

26
年
度
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
前
期
高

齢
者
の
不
公
平
を
是
正
す
る
ま
で
、

繰
入
を
行
わ
な
い
の
か
。

副
町
長 

国
に
要
請
し
て
い
る
財

政
支
援
の
有
無
、
都
道
府
県
単
位

化
な
ど
踏
ま
え
な
が
ら
判
断
す
る
。

農
業
振
興
と
６
次
産
業
で

所
得
向
上
を　

答　

農
産
品
加
工
所
な
ど
の
取
り
組
み
は
現
時
点
で
は
な
い

宮城　寛諄 議員

○
鉄
軌
道
の
実
現
に
向
け
て

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
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